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1．視覚野

視覚情報処理 に 関わる大脳皮質領域 は、後頭葉の ほ

か側頭葉 、頭頂葉、前頭葉の
一

部に 及び 、解剖学的 、

機能学 的な特徴から 30 以 上 の領域 に 細分化され て い

る（Van 　 Essen 　 et ．　 al ．，2001 ）。特 に 後頭葉 は、初期視覚

情報を処理する部位 で あり、後頭極の 鳥距溝（GalGarine

sulcus ）を取 り巻くように位置 する第
一

次 視覚野 （Vl）お

よびその 周囲に隣接して、V2、　V3、VP 、　V4、　V8、MT な

どと命名された領野 が配置されて いる 。 これらは 、 階層

的か つ 並 列 的な情報処 理 をして い ると考 え られ て い る。

2 ．領野 の 同定と解 析法

低次 視覚 野 は、レ チ ノ トピー
（網膜部 位再現 性）と い わ

れ る独 特 の 表象 （図 1 ）を有 して お り、網膜 に 投影され た

視覚像と大脳皮質視覚野 上 の 各点とは 明確な対応関係

を持ち 、位置情報を連続的 に 再現 して い る 。 網膜情報は

視野の 水平 垂直子午線 に沿っ て 4 つ に 分割され 、低次

視覚野内 で 個別 に 再 現され て い る 。 右 視野と左視野の

像 はそれ ぞれ 左半球 と右半 球 に 分 かれ て 表象 される。

また、上 視 野 と下 視 野 の 像 に つ い て は 、下 側 部 （腹 側

部 ）と上 側 部 （背側部 ）に分 かれ て い る。さらに、隣接す

る視 覚野 同 士は 、視 野情報を鏡 像ある い は非鏡像 （視

野の 表現が垂直子午線から水平 子 午線に 向か っ て い る

の か 、それともそ の 逆か ）に 反転して 表象して い る （図

2 ＞。

視覚領野を同定する方法は、サ ル を用 い た 研 究で は、

解剖 学的結 合、単 一
細 胞応答 の 刺 激特異性 、組織 化学

的 構 造 、レ チ ノ トピー
構 造 な どが 用 い られ て い る

（Wandell，1999）。ヒ トを対 象とする場合 は、レ チ ノ トピー

構造を用 い、位相符号化法とい う実験パラダイム で同定

される（Sereno ，　 et ．　al．，1994 ）。こ の 手法は 、注視点を原

点とする極座標で視野を表現し、 2つ の 次元 、 すなわち

中心 か ら の 距 離（網膜偏心度）の 次 元 と視 野 角度の 次

元が皮質上 で どの ように表象されて い るかを調べ るもの

で ある。実験 に は、図 3に 示 すような環 形 の チ ェ ッ カ
ーパ

タ
ー

ン 及び扇 形 の チ ェ ッ カ
ーパ タ

ー
ン が 用 い られ る。視

野の 偏心度の測定に は 、 拡大する環形の チ ェ ッカ
ーパ タ

ー
ン が用 い られる。視 野 の 角位 置 の 測定 には、注視 点

を中心 にゆ っ くり回転する扇形 の チ ェ ッ カ
ーパ タ

ー
ン が

用 い られる。

こ の ような 2 種 の 刺 激を用 い 、こ れ に 対す る脳活 動を

測定し、脳活 動の 場所が時間 的に どの ように移動する

か を調 べ るこ とに よっ て 、V1、　V2 、V3、VP、V4、V8 など

の 脳 地図を同定する こ とがで きる。

3．解析 の 具体例

脳 地 図が 同定され 、各領 野内 で の 脳 表面 上 の位 置 と

視覚刺激 の 視野 上 の 位置 との 関係 が解ると、脳領野 で

視覚情報が ど の ように処理されるか に つ い て の 様態を

分析するこ と が で きる 。 こ の た め に は 、視覚刺激の 提示

とそれ に 対する各領野及 び 領野内 で の それぞれ の 場所

で の 脳活 動 の 計 測が基 礎データとなる。こ こ で は、我 々

がfMR 【を用 い て 分析した結 果の 中から数例 （同 時対比

現 象、不 自然な色などに 関する脳 内機構に 関する結 果）

を紹介する。
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視覚像

診
脳表象

図 1 − 2 右視野の 視覚像は左脳 に

投射され、各位置情報は連続的 に

表象される 。 偏心度と角位置 （左

図）が脳表に連続的に投射され る 。

図 1 − 1 レチ ノトピー
（SeeiRg，　Frisby，　J．P．（1979）より抜粋）

網膜 に投射された視覚像は第
一

次視覚野（Vl）に位置情報

を保持して表現される 。 ただ し、視野の 左 右像は分断され、
それぞれ右脳 ・左脳 へ と入力される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　右半球

左下 の 刺激

図 1 − 3 左下刺激と右半球第
一次視覚野 で の 表象

図2 低次視覚野の 視覚偏心度表象と視野角度袈象 図3　レチノトピー
マ ッ ピングで用い

られる拡大環形刺激と回転扇形刺激
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